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性 別 男 性 271 出身地 愛媛県東予 58
女 性 133 愛媛県中予 167
部活経験 スポーツ・体育会系 307 愛媛県南予 49
文化会系 66 愛媛県以外の四国 90
部活経験無し 19 中国・九州地方 33
志望順位 第1志望 231 その他の日本の地域 5
第2志望 113 日本以外 3
第3志望 38 受講の有無 受講生 248































































6．私は色々な良い素質を持っている。 ．852 ．014 ．732
5．私は，少なくとも人並みに価値のある人間である。 ．781 ．040 ．579
8．私は物事を人並みには，うまくやれる。 ．562 －．004 ．319
10．私は自分に対して肯定的である。 ．443 －．072 ．295
13．自分は全くダメな人間だと思うことがある。 ．021 ．772 ．568
7．私は敗北者だと思うことがよくある。 ．117 ．765 ．501
14．何かにつけて，自分は役に立たない人間だと思う。 －．163 ．679 ．613
9．自分には自慢できるところがあまりない。 －．218 ．387 ．321
因子寄与 2．60 2．51 5．11
寄与率 44．13 15．56 59．69
表2 自尊感情尺度の因子分析結果（プロマックス回転後の因子行列）





























Ⅰ Ⅱ Ⅲ 共通性
25．相手から非難されたときにもそれをうまく片
付けることができますか。 ．708 －．016 －．063 ．432
18．相手が怒っているときに，うまくなだめるこ
とができますか。 ．692 －．030 －．068 ．396
20．まわりの人たちとの間でトラブルが起きても，
それを上手に処理できますか。 ．688 ．090 －．020 ．515
31．まわりの人たちが自分とは違った考えを持っ
ていても，うまくやっていけますか。 ．555 －．036 －．031 ．262
17．他人を助けることを，上手にやれますか。 ．542 ．040 ．120 ．431
21．こわさや恐ろしさを感じたときに，それをう
まく処理できますか。 ．502 ．020 ．125 ．368
22．気まずいことがあった相手と，上手に和解で
きますか。 ．499 ．155 ．010 ．384
28．あちこちから矛盾した話が伝わってきても，
うまく処理できますか。 ．483 ．066 ．041 ．312
30．何か失敗したときに，すぐに謝ることができ
ますか。 ．418 ．005 ．074 ．225
19．知らない人でも，すぐに会話が始められます
か。 －．071 ．841 ．018 ．650
15．他人と話していて，あまり会話が途切れない
ほうですか。 －．009 ．719 －．110 ．423
29．初対面の人に， 自己紹介が上手にできますか。 ．178 ．631 －．084 ．500
24．他人が話しているところに気楽に参加できま
すか。 ．002 ．521 ．253 ．502
27．自分の感情や気持ちを，素直に表現できます
か。 ．009 ．468 ．123 ．314
23．生活や学習をするときに，何をどうやったら
よいか決められますか。 －．055 ．031 ．733 ．519
32．生活や学習の目標を立てるのに，あまり困難
を感じないほうですか。 ．012 ．015 ．590 ．370
26．生活や学習の上で，どこに問題があるかすぐ
に見つけることができますか。 ．338 －．146 ．400 ．338
因子寄与 5．03 4．40 3．82 13．25
寄与率 36．59 7．99 6．19 50．77
表3 KiSS－18尺度の因子分析結果（プロマックス回転後の因子行列）
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Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 共通性
47．必要とされていると感じる。 ．904 ．171 －．112 －．071 ．652
48．他人から頼られていると感じる。 ．826 ．139 －．108 －．108 ．528
73．周りから期待されている。 ．721 ．162 ．044 ．021 ．421
53．他人から関心を持たれている。 ．690 ．026 ．026 －．009 ．441
64．良い評価がされていると感じる。 ．684 －．017 －．155 －．064 ．509
71．一定の役割がある。 ．669 ．011 ．098 ．047 ．454
43．受入れられていると感じている。 ．564 －．077 ．005 ．092 ．453
55．存在を認められている。 ．538 －．092 －．031 ．099 ．455
70．周りから期待されている。 ．532 －．134 －．222 ．457 ．457
60．多くの人に囲まれている。 ．477 －．220 ．188 ．109 ．435
66．周囲に溶け込めている。 ．454 －．225 ．098 ．216 ．555
65．周りの人と楽しい時間を共有している。 ．380 －．302 ．252 ．289 ．596
37．相手を理解できないと感じる。 ．040 ．764 －．090 ．237 ．336
44．イヤだと思う人がいる。 ．125 ．704 －．010 ．138 ．325
45．浮いている。 －．126 ．684 ．073 ．200 ．481
67．疎外されていると感じる。 ．005 ．667 ．069 －．010 ．506
38．無視されていると感じる。 ．036 ．633 ．149 ．141 ．409
61．違和感を感じる。 ．126 ．625 ．095 －．211 ．567
58．嫌々ながら入っていかなくてはならないと感じる。 ．180 ．589 －．010 －．284 ．477
46．自分以外が親密にコミュニケーションを取ってい
ると感じる。 －．102 ．573 ．031 ．098 ．355
57．孤立している。 －．211 ．559 ．045 －．085 ．615
56．周囲の人を自分だけ知らない状況である。 －．157 ．478 ．158 ．044 ．425
49．自分からその場に入っていけないと感じる。 －．110 ．399 ．093 －．124 ．375
72．自分に非があると感じる。 －．096 －．083 ．595 －．098 ．369
42．相手に迷惑をかけていると感じる。 ．021 ．209 ．538 －．015 ．478
69．自分を他人と比較している。 ．140 ．036 ．507 －．148 ．285
41．他人から干渉されているように感じる。 ．248 ．286 ．482 －．053 ．401
40．自分が場違いと感じる。 －．117 ．352 ．432 ．051 ．531
51．自分だけ劣っていると感じる。 －．167 ．204 ．430 －．059 ．469
35．リラックスできる。 ．056 ．249 －．228 ．760 ．505
63．自分のペースでいられる。 ．106 ．205 －．141 ．605 ．348
52．熱中できるものがある。 ．165 ．118 ．072 ．386 ．189
因子寄与 8．08 8．43 4．43 5．89 26．83





自己肯定 ．981 405 ．000
自己否定 ．987 405 ．001
トラブル調整能力 ．984 405 ．000
関係構築能力 ．994 405 ．134
生活・学習能力 ．990 405 ．007
他者からの評価 ．985 405 ．000
居心地感 ．991 405 ．018
劣等感 ．996 405 ．428
自分の居場所 ．991 405 ．011
表5 因子得点の正規性の検定








































調整能力 ．589 －．476 －
関係構築
能力 ．543 －．480 ．758 －
生活・
学習能力 ．553 －．456 ．795 ．754 －
他者から
の評価 ．640 －．596 ．590 ．655 ．522 －
居心地感 －．418 ．542 －．451 －．514 －．402 －．616 －
劣等感 －．344 ．537 －．289 －．297 －．291 －．311 ．659 －
自分の




見られた（χ2＝28．993, df＝2, p <．001）。
表7に受講別に見た自尊感情尺度における度数をまとめている。非受講グル












クラスタ 1 2 3 1 2 3
観測度数 69 48 40 94 36 118
期待度数 52．3 52．3 52．3 82．7 82．7 82．7
残 差 16．7 －4．3 －12．3 11．3 －46．7 35．3
自己肯定 自己否定
1 2 3 合計 1 2 3 合計
度 数（N） 163 84 158 405 163 84 158 405
平 均（M） －．171 －1．034 ．726 ．000 ．151 1．262 －．827 ．000
標準偏差（SD） ．7012 ．6856 ．5202 ．9161 ．3912 ．5155 ．4811 ．9020
標準誤差（SE） ．0549 ．0748 ．0414 ．0455 ．0306 ．0562 ．0383 ．0448
表7 自尊感情尺度における度数
表8 自尊感情尺度における分散分析の記述統計












数の偏りがみられた（χ2＝21．437, df＝2, p <．001）。
表9に受講別に見た自尊感情尺度における度数をまとめている。非受講グル
ープ（χ2＝44．994, df＝2, p <．001）については，有意な人数比率の偏りが見






クラスタ 1 2 3 1 2 3
観測度数 89 21 47 83 75 90
期待度数 52．3 52．3 52．3 82．7 82．7 82．7





1 2 3 合計 1 2 3 合計 1 2 3 合計
N 172 96 137 405 172 96 137 405 172 96 137 405
M －．7241．065 ．162 ．000 －．8321．082 ．287 ．000 －．707 ．968 ．210 ．000
SD ．7435 ．4958 ．4441 ．9273 ．5538 ．4878 ．4248 ．9205 ．6365 ．5002 ．4668 ．8684


















見られた（χ2＝31．679, df＝2, p <．001）。
表11に受講別に見た学校適応感尺度における度数をまとめている。非受講
グループ（χ2＝32．395, df＝2, p <．001）と非受講グループ（χ2＝26．153, df











クラスタ 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5
観測度数 7 32 47 44 27 48 57 30 76 37
期待度数 31．4 31．4 31．4 31．4 31．4 49．6 49．6 49．6 49．6 49．6
残 差 －24．4 ．6 15．6 12．6 －4．4 －1．6 7．4 －19．6 26．4 －12．6
他者からの評価 居心地感
1 2 3 4 5 合計 1 2 3 4 5 合計
N 55 89 77 120 64 405 55 89 77 120 64 405
M 1．212 ．608 －1．260－．022 －．331 ．000 －1．510－．536 －．814 ．681 －．212 ．000
SD ．5923 ．4912 ．7181 ．5404 ．4833 ．9595 ．3513 ．3268 ．6246 ．5730 ．5980 ．9544
SE ．0799 ．0520 ．0818 ．0493 ．0604 ．0477 ．0474 ．0346 ．0712 ．0523 ．0748 ．0474
劣等感 自分の居場所
1 2 3 4 5 合計 1 2 3 4 5 合計
N 55 89 77 120 64 405 55 89 77 120 64 405
M －1．040－．107 ．338 ．761 －．792 ．000 1．194 ．581 －．921 －．183 －．384 ．000
SD ．4245 ．4957 ．7074 ．6505 ．5534 ．8872 ．3987 ．5179 ．8000 ．4378 ．6730 ．8891
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